
 

関西福祉大学 陸上競技部 Race Report  
秩父宮賜杯 第71回 西日本学生陸上競技対校選手権大会 

 2018年6月29日(金)／天候：晴れ／気温：31℃／コース：沖縄県総合運動公園陸上競技場 

Result 
出場選手 ：  社会福祉学部 栗林 邦宜 
種目       ：  男子1,500m 
結果       ：  予選敗退（記録：4:12.33） 

関西インカレで今大会の参加標準記録を突破してから約1ヵ月半。 
チームとして大きな快挙となる、今大会の出場を前に日々の練習を着実に進めてきた栗林選手。 
出発直前には陸上競技部による壮行会も行われ、監督、部員からメッセージが送られた。 
現地沖縄には前日に到着、サポートスタッフとして主務の登選手が帯同し、 
会場近くの競技場で直前の調整、トレーニングを行った。 
いよいよレース当日。登選手、サポートの栗林選手は早めに競技場に到着。 
6月23日に梅雨明けした沖縄の気温は、本州よりやや高く30℃オーバー。 
蒸し暑く、雨も降ったり止んだりと安定しない、レースにはあまり適さない環境。 
それでもいつも通り入念なアップを行い、本番に備えた。 

 
11:00頃、いよいよレーススタート。 
15名でのレースは 
スローペースでレース序盤を進行。 
最初からハイペースで前方を走りたかった 
栗林選手にとって予想外の展開。その中でし
びれを切らした選手が少しずつ前方にポジ
ションを上げていくが、栗林選手はスペース
がない中で思うように前方の集団に入り込む
ことができない展開が続く。 

その後もペースは安定しないまま、レースは進行。 
最後の差し合い合戦もあり、 
栗林選手は思うように自分のペースを作れないまま
レースは終了。 
4:12.33というタイムで予選敗退。 
試合展開に翻弄され、 
あっという間に終わったレースとなった。 

※緑と白のユニフォームが栗林選手 

思うようなレース運びが出来なかった栗林選手。 
悔しそうな表情を浮かべたが、大舞台でのレースに大きな充実感を感じ、 
大学に戻ってきた。 
次回の兵庫陸上競技選手権大会への出場へ向けて、表情は明るい。 
引き続き、関西福祉大学陸上競技部への応援をよろしくお願いします。 

 
 
 


